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  株式会社ふくおかフィナンシャルグループ（取締役社長 五島 久、以下「FFG」）は、FFGのデジタルトランスフォーメー

ションへの取り組み（以下「DX戦略」）を加速させるため、日本アイ・ビー・エム株式会社（代表取締役社長 山口 明

夫、以下「日本IBM」）と協働して下記のとおり取り組むこととしましたので、お知らせいたします。 

記 

１．日本IBMとのDX戦略の推進に向けた戦略的パートナーシップ契約の締結 

 FFGでは、デジタル技術の進展に伴うお客さまの行動変化や社会構造の変容に柔軟に対応するため、デジタル技術

を積極的に活用してFFG自らが自己変革する「デジタルトランスフォーメーション」の推進に取り組んでおります。第7次

中期経営計画では、「～カタチは変わる。想いは変わらない。～」をスローガンに掲げ、「iBank」や「みんなの銀行」での

経験も活かしながらデジタルチャネルの構築などの新たな成長投資を実行することで、コアビジネスの持続的な成長を目

指してまいります。 

 今般、FFGは、こうしたDX戦略を更に加速させることを目的として、日本IBMと戦略的パートナーシップに関する基本

契約（以下「本パートナーシップ」）を締結しました。本パートナーシップは、FFGおよび日本IBMが、デジタル技術の

力を活用して銀行業務のすべてを見直し、事務・営業の生産性向上と顧客体験価値の最大化を目的とした営業変

革に協働して取り組むことに加え、銀行ビジネス自体を変革することで、FFGが新たな価値創造を実現する組織となる

ことを共通の目的としております。その目的達成のために、FFGおよび日本IBMは、双方が有するリソースや知見を共有

し、相互に協力しながらDX戦略を推進してまいります。 

 本パートナーシップにおける取り組み 

 協働体制によりDX戦略を加速させ、コアビジネスの成長を図ります 

 FFGは、顧客利便性と業務生産性の飛躍的な向上を目指し、日本IBMと協働して、個人向けアプリ、法人

ポータルサイトといったデジタルチャネルの構築に取り組みます。デジタルチャネルを通じて、お客さまの課題を的確に

捉えた魅力的なサービスを提供し、多様化するお客さまのニーズに迅速に対応する「お客さま本位の次世代型営

業」を展開することで、コアビジネスの持続的な成長に繋げてまいります。また、日本IBMは、 DX戦略のパート

ナーとして、FFGと同一拠点で活動し、リソース・経験・技術をより効果的に提案・提供することで、戦略策定から

開発まで一気通貫のスピーディーなソリューションを提供します。 

 デジタル人財の育成、内製化体制の構築、および全体最適なITアーキテクチャーの検討により組織力

強化を図ります 

 FFGおよび日本IBMは、デザイン思考、アジャイル開発などの研修やOJTを実践することで、将来的な新しい価

値創造の実現に向けてFFGのデジタル人財育成に協力して取り組むとともに、従業員エンゲージメントが高まる働

き方、組織風土改革など、DXを通じたFFGの組織改革にも積極的に取り組んでまいります。  

 また、FFGの内製化体制の構築に向けて、IBMのグループ会社であるRed Hat社のアジャイルトレーニングを採

用し、デジタル人財の育成を通じたサービス開発力の強化にも努めていく予定です。加えて、統合された顧客体

験やデータ戦略において必要となる全体最適化されたITアーキテクチャーのあり方についても検討し、新時代の金

融デジタル基盤の構築に向けた取り組みも推進してまいります。 
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 ▶ ２ndフェーズ：次世代基幹系システムの実現（2032年度（目標）） 

 本件モダナイゼーションの完了後、２ndフェーズとして次世代基幹系システムの実現に取り組みます。 

 基幹系システム基盤は、信頼性の高いメインフレームや柔軟性の高いオープン／クラウド基盤など多様な選択 

肢の中から、FFGの戦略に最適な組合せによるHybridプラットフォームへと進化させます。また、システム機能にお 

いても、日本IBMが持つAIや量子技術等の最先端技術を活用し、次世代基幹系システムを実現してまいります。 

２．次世代基幹系システムの構築に向けた取り組み 

 FFGは、基幹系システムを「DX戦略によるコアビジネスの成長」を実現するための最重要インフラと位置づけ、安定稼

働や高いセキュリティに加え、将来の変化に柔軟かつスピーディに対応できる次世代基幹系システムの構築に着手いた

します。 

 具体的には、FFGが基幹系システムに求める「安全性」「柔軟性」「効率性」を高いレベルで実現するため、FFGのDX

戦略のパートナーでもある日本IBMが掲げる「金融次世代勘定系ソリューション戦略」を採用し、2段階のフェーズで段

階的に取り組んでまいります。これにより、システムリスクやお客さまへの影響を最小限に抑え、DX戦略の推進と並行し

て次世代基幹系システムの構築を実現いたします。  
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以 上 

《 本件に関するお問合せ先 》 

株式会社ふくおかフィナンシャルグループ 

【戦略的パートナーシップの契約締結に関する事項】 DX推進本部 DX企画グループ  TEL 092-723-2577 

【次世代基幹系システムの構築に関する事項】  IT統括部 IT企画管理グループ TEL 092-723-2471 

2022年 2026年度 2032年度（目標） 

ロードマップ 

－ 
• フロント領域のDX対応強化（’23年度完了） 

• 次世代への移行容易性確保 

• FFGの戦略に最適な、自由度の高い次世代
基幹系システムを、みんなの銀行での経験も
活用のうえ実現 

システムの 

特徴 

• 第３次オンライン
がベース 

• マルチバンク化、複雑化改善 

• DX基盤強化（API拡充、データ即時連携） 

• 最適なHybridプラットフォームの採用 

• 最先端技術を活用した機能高度化 

現状 本件モダナイゼーション 次世代基幹系システムの実現 

 なお、広島銀行は2030年度に「MEJAR」スキーム※へ移行することを決定しているため、それ以降のシステム運営は

個々に行うことになりますが、 ビジネス面における重要なパートナー行としての協力関係は継続してまいります。 
※横浜、東日本、北陸、北海道、七十七が参加するNTTデータの共同化スキーム 

  次世代基幹系システムの構築に向けたロードマップ 

▶ １stフェーズ ： 基幹系システムのモダナイゼーション※ （2022年度～2026年度） 

   ※モダナイゼーション：これまでの資産を活かしながら新しい技術的要素を取り込み、現代的なシステムへ置き換えること 

 FFGは2022年度～2026年度の期間で、株式会社広島銀行（代表取締役頭取  清宗 一男、以下「広

島銀行」） 、日本IBMおよびキンドリルジャパン株式会社（代表取締役社長 上坂 貴志）と共同で基幹系

システムのモダナイゼーション（以下「本件モダナイゼーション」）を実施いたします。 

 本件モダナイゼーションでは、 DX施策に柔軟に対応できる基幹系システムを目指し、①勘定系・情報系プログ

ラムの複雑性解消やオープン化の推進等による効率化、②勘定系と各種チャネル層との接続性を格段に向上さ

せる基盤の新設や、API拡充による高度化を行い、次世代基幹系システムへのスムーズな移行に備えます。 

Ver.13 

広島銀行とFFG３行での共同化運営（～2030年度） FFG3行での運営（2031年度～） 体制 



参考資料 

※禁 転 載 

別 添 

１．FFGのDX戦略 

２．次世代基幹系システムの構築に向けた取り組み 

＜参考＞DXの推進強化におけるiBank／みんなの銀行の活用 



 

 

 みんなの銀行の収益基盤確立 
– ローン事業の展開によるマネタイズ 

– BaaS事業のマーケットシェア獲得 

新たな事業創出に向けたチャレンジ 
– 外部パートナーとの連携も活用し、 
新たな事業領域を探索 

 

 

 リース/M＆A/SDGs支援 
– 子銀行の顧客基盤やアライアンスを 
活用して事業利益を拡大 

 エクイティ機能の強化 
– スタートアップ企業に加え、事業承継・ 
再生ニーズの支援強化 

 

 

営業品質の均一化と顧客ニーズ 
の充足 

– 営業活動をレコメンドする基盤システム 

– マーケティングの高度化 

 ヒューマンとデジタルの融合 
– データ活用による顧客理解の深化 

（１）環境認識とFFGの基本戦略 

 テクノロジーの進化やSDGsへの意識の高まりをはじめとした社会の変化は、コロナ禍によって世界的に加速。地域社会においても人口減少や 
高齢化などの構造的な課題に加え、デジタル化やグローバル化によって世界の環境変化の影響をより受け易くなっており、不確実性が増している。 

 このような不確実性が高く変化のスピードが速い事業環境下において、FFGの強みを活かしながら事業機会を創出するため、第7次中計では４つ
の重点取組を定め、デジタルチャネルの構築を軸とした既存事業のDXに積極的に取り組む。 

 

 

 デジタルチャネルの拡充 
– 現物以外の全取引をデジタル 
チャネルへ 

新たな店舗モデルの試行 
– 軽量化・無人化店舗の試行 

 

Ⅰ 業務改革２nd Ⅱ 営業改革 

Ⅲ 戦略系子会社の強化 Ⅳ 新事業への挑戦 

既存事業DXの起点 
 

デジタルチャネルの構築 

個人 
アプリ 

法人 
ポータル 

４つの重点取組 
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FFGの強み 

 

 

失敗を恐れない企業風土 

高度かつ多様な人財 

確固たる営業基盤 

 シングルプラットフォーム・マルチブランド 

広域かつ緻密なネットワーク 

 グループ総合力 

FFGの事業機会 

 

 

事業承継等への関与 

資金供給以外の価値提供 

新たなリスクテイク 

営業活動へのデジタル活用 

新事業への挑戦 

組織の多様化・組織力向上 

メガトレンド 

 

 

 

 

 

デジタル化 ESG/SDGs 人口減少/高齢化 

価値観の多様化 規制緩和 

福岡・九州を中心とした 
地域におけるプレゼンス 

更なる顧客基盤の 
拡大・利益成長 

環境認識 

不確実性が高い・環境変化が速い 

１． FFGのDX戦略 



（２）FFGのデジタル戦略の歩み 

 FFGがこれまで取り組んできたDX実現に向けた“2wayアプローチ”では、銀行外部（iBank・みんなの銀行）における新たなビジネスモデルの構
築と、銀行本体におけるコアビジネスの高度化に並行してチャレンジしてきた。 

 こうした取り組みから得られた経験を活かして、今中計からはFFG全体を対象とする全社的なDX推進フェーズに移行。デジタルチャネルの構築
を起点とした顧客接点の高度化に加え、それを生み出す企業カルチャーの醸成や徹底した顧客起点での企画手法の定着など組織変革にも取り組む。 
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１． FFGのDX戦略 

市場破壊 
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2016年4月設立 

2017年4月 
デジタル戦略部新設 

2021年5月開業 
デジタルバンクの新設 

新しい金融のカタチ 

銀行ビジネス”そのもの”
をゼロベースで刷新 

金融×非金融の 
サービスイノベーション 

コアビジネスの高度化 

既存事業のプロセス改革 
新規事業開発 

 優れたUI/UX（デジタル完結） 
 勘定系システムのクラウド化 
 新しい金融サービスのあり方
（BaaS・エコシステム） 

 アジャイル開発 
 DXカルチャー 

 生活に密着した非金融サービスの提供 
 異業種とのアライアンス 
 ローカルエコシステム 
 優れたデータマーケティング 

（パーソナライズドMKTG） 

 デジタル化のエンジン構築 
– アジャイル開発体制 
– データ利活用体制（データレイク） 
– API利活用体制 

 新ビジネス創出プロセス 

FFGのこれまでのデジタル戦略（DX実現に向けた2wayアプローチ） 
これまでに得られた経験を活用した 

全社的なDX展開 

デジタルチャネル構築を起点とした 

既存事業変革 

現物以外の全取引のデジタル完結を 
実現することによる取引利便性の 
飛躍的な向上と営業店事務生産性の 
劇的な改善 

デジタルチャネル構築にあわせてデータ 
マーケティングの高度化と営業品質の 
高度化を実現し、顧客理解の深化に 
基づいたソリューション提供を実現 

顧客接点の高度化 

DX推進のための組織変革 

徹底した顧客起点での企画手法の定着・
業務見直し 

環境変化への迅速な対応を担保する 
開発体制内製化 



（３）FFGのDX戦略の全体像 

 これからのFFGのDX戦略では、最新技術の力を活用して銀行業務を見直し、事務・システムの効率化・簡素化といった生産性向上を実現するの
みならず、金融を軸とした銀行ビジネスのあり⽅そのものを変革し、新たなビジネス価値（収益）を創出することを目指す。 

 今中計においては、事務システム改革および営業改革を主な取組み範囲に定め、個人・法人ビジネスのDXとそれを実現するための組織・人財・
風土のDXを推進する。加えて、それらをシステム面から支える全体最適化されたアーキテクチャーの構築にも取り組む。 

収益向上 

•銀行手続きのデジタルシフトによる 
事務効率化と手続簡素化 

• システムの全体最適化による 
インフラコストの削減 

•対面営業とデジタルが 
融合した連続性のある 
金融サービスを展開 

• データ利活用による顧客 
体験向上、営業品質の 
高度化・均一化を実現 

•幅広いネットワークと行内外データの
活用により、コア事業の金融を軸とし
た“地域プラットフォーム”を構築 

•非金融領域へも事業展開して 
新たな収益機会を創出 

•革新的なイノベーションにも対応 

事務 
システム 
改革 

営業改革 

ビジネス変革 

生産性向上 

新たなビジネス価値を創出 

今中計における主な取組範囲 

ＦＦＧにおけるＤＸ展開 DX戦略の全体像 

１． FFGのDX戦略 

4 

個人ビジネス 
のDX 

個人バンキングアプリの刷新 

• 店頭事務をスマホ完結するフルバンキングアプリ 

• 非対面チャネルの中心ツールの位置づけ 

SFA（営業支援システム）の刷新 

• データの一元管理による営業品質の高度化・均一化を実現 

法人ビジネス 
のDX 

法人ポータルの構築 

• 経営診断機能、オンライン銀行機能などを実装した法人向け 
ポータル 

組織・人財・風土 

のDX 

DX推進本部の設立 

• クロスファンクショナルな組織として、全体最適化したDXを推進 

デジタル人財の確保・育成 

• 戦略的パートナーであるIBMとの共創体制のなかで、FFGデジタル
人財を質・量ともに拡充し、システム開発における内製化率を高める 

全従業員向け教育プログラム 

• デジタルリテラシーの向上とデジタル思考への変革により、新しい価値
創造ができる人財を育成 

アーキテクチャー 
のDX 

全体最適化されたアーキテクチャー 

• デジタルとIT（基幹システム）が融合したアーキテクチャーを実現 

• データサイロ化や二重投資を回避し、一気通貫の顧客体験を提供 

日
本IB

M

と
の
共
創 

iB
a
n

k

・
み
ん
な
の
銀
行
で
の
経
験 

各
専
門
分
野
の
協
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携 



新バンキングアプリ 

（４）個人ビジネスのDX ～個人バンキングアプリ～ 

 個人ビジネスの領域では、個人バンキングアプリを刷新してデジタルでも選ばれる銀行へと変革。非対面チャネルに対する期待に応えながら 
事務効率化も推進する。 

 また、アプリの刷新を起点としたデジタル顧客の獲得によって顧客基盤の強化を図るとともに、アプリとリアルチャネルのシームレスな連携と
iBank社のノウハウ・ツールを活用した“パーソナライズマーケティング”によって、ヒトとデジタルが融合した営業を展開し、お客さまに対す
るこれまで以上の価値提供を実現する。 
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メイン口座・生活口座を中心とした 

顧客基盤の維持・拡大 

取得データの利活用による 

マーケティングの高度化 

アジャイル開発体制の構築による 

サービス開発力の強化 

* バンキングアプリまたは個人IBの利用登録者 

デジタル顧客数 

FY21 FY24 

75万人 

150万人 
*  
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１ 

２ 

口座の 
メイン化 
日常利用 

接点頻度 
増加 

マーケ 
ティング 
高度化 

申込件数 
増加 

デジタル 
顧客数増加 

成約件数 
増加 

収益化 

収益獲得 

個人バンキングアプリ刷新の期待効果 

• サービスのデジタル完結 
による顧客利便性の向上 

•事務の効率化による 
業務量削減 

チャネルシフト 
 
 業務量削減 

営業変革 
 
 トップライン向上 ▎顧客接点の拡大 

外部への浸透 
 
 顧客支持拡大 

Step.1 

Step.2 

Step.3 

ヒト・デジタルの 
両方を活用した 
金融機能提供 

個人バンキング 
アプリ刷新 

今中計における主な取組範囲 

人員捻出 

ヒト・デジタル 
の融合 

デジタルを活用し、 
対面・非対面の両方で 
高度なコンサルティング 

を提供 

• データの利活用による 
パーソナライズ提案 

•新バンキングアプリによる 
顧客接点の拡大 

• グループ会社や異業種など
銀行外部との連携 

•金融機能の地場取引先・
行政への提供・連携 

パーソナライズ 
マーケティング 

１． FFGのDX戦略 

洗練されたUIとデジタルネイ
ティブ世代の行動に刺さる価
値提供で高度なUXを実現 

基本的な金融サービスに加え、
生活に密着した銀行以外の
サービスも搭載し、様々な気
付きを提供 

現役世代も含めて多くの顧客
層にとって使いやすく、銀行窓
口やATM、コンタクトセンター
ともスムースに連携した銀行
取引全般の入口 

+ 

あ
ら
ゆ
る
お
客
さ
ま
か
ら
選
ば
れ
る 

デ
ジ
タ
ル
チ
ャ
ネ
ル
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ 

多様なデジ
タルチャネル 

iBankの高
度なデータ
MKTG 

内製開発
体制拡大 



（５）法人ビジネスのDX ～法人ポータル・SFA～ 

 法人ビジネスでは、法人ポータルの開発と営業支援システム（SFA）の見直しにより、デジタル×ヒトで顧客理解を深めながら営業力を強化。 

 リアル・デジタルの両面で得られた情報・データを一元管理することで、営業品質の高度化や均一化を図る。加えて、データ分析から企画を 
一気通貫で実施する法人マーケティング体制を構築することでお客さまの課題を的確に捉えた企画を推進するとともに、FFGグループ全体のソ
リューション機能を効果的に活用することで、差別化された価値提供を目指す。 
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   法人ポータル 

• 法人向けデジタルプラットフォーム 

• 主な機能は「ソリューション機能」「オンライン銀行手続 
き機能」「コミュニケーション機能」 

１ 

   営業支援システム（SFA） 

• 行員の営業変革に資する 営業支援ツールの再構築 

• 各種情報の一元化、可視化、営業示唆 
(次行動・提案)  

２ 

   高品質の法人マーケティング体制構築 

• データ分析から企画を一気通貫で実施 

• 新領域を含めた各種データの収集、データの可視化 

３ 

営業 
フロント 

 

顧客理解 
の深化 

営業品質の 
高度化・均一化 

サービス力 
引き上げ 

顧客接点・ 
領域の拡大 

事業者 

新たな 
セグメント 
の顧客 

営業支援 
システム 

（SFA） 
法人 

ポータル 

 

 

マーケ 
ティング 
体制 

プロダクト 

 チャネルシフト・融資プロセス見直し 

協業・サービス提供 

変革 
示唆 

分析 
結果 

データ 
ドリブン 

分析 
結果 新規顧客の獲得 

リアル 

デジタル経由 

デジタル 

データ集約 

接点 

接点 

接点 3 

１ 

２ 

収
益
獲
得 

顧客課題把握 

総面談増加 

有効面談 
増加 

提案件数 
増加 

成約件数 
増加 

収益化 
顧客接点 
増加 

１． FFGのDX戦略 

邦銀で最も顧客を理解する金融グループとなり、これまで
に培ってきたグループ全体のソリューション機能を活用しな 
がら、顧客への提供価値を高める営業改革を実現 



業務改革2nd 営業改革 

 

 

• 全体最適を見据えて、個別のDX
施策をバランスよく舵取り 

•優先順位等の迅速な意思決定 
と予算の執行を実現 

 

 

• 全社的なデジタルリテラシー向上
に向けた全従業員教育 

• デザイン思考、アジャイルマインドなど、

デジタル思考への変革により、新し
い価値創造ができる人財を育成 

 

 

• 開発体制内製化に向けたデジタル
人財の確保・育成 
 

（６）組織・人財・風土・アーキテクチャーのDX 

 ビジネスの成長に向けては、個々のプロジェクトの実行力を確保するための「組織整備」「人財確保・育成」「風土・文化変革」も重要な要素。 

 権限やルールを見直して意思決定のスピードを向上させるとともに、ビジネス・エンジニア・データの各領域の人財確保、DX推進に必要な組織
風土の醸成等を推進。加えて、ビジネスを支えるデジタル・IT基盤の構築に向けて、環境変化のスピードや多種多様なニーズに対応できる全体
最適なアーキテクチャー（社内システム構造）の構築にも努める。 
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組織整備 人財確保・育成 風土・文化 

ビジネス変化に柔軟に対応 

デジタル・IT融合 
アーキテクチャー 

DXプロジェクトの 
実行力を確保する 

組織整備 
人財確保・育成 

風土・文化 

個々のDXプロジェクトが 

ビジネス成長を実現 
個人バンキングアプリ SFA 法人ポータル 

新デジタル施策 新デジタル施策 

 

 

 

• デジタルとIT（基幹システム）が融合したアーキテクチャーを実現 

• データサイロ化や二重投資を回避し、一気通貫の顧客体験を提供 

 

デジタル・IT融合アーキテクチャー 

第7次中計期間増員計画（FFG全体） 

-ビジネス職種：＋約120名 

-エンジニア・データ職種：＋約360名 

１． FFGのDX戦略 



次世代基幹系システムの構築に向けた取り組み 

 FFGは、現基幹系システムのベンダーでもある日本IBMと共同で、DX戦略の推進と次世代基幹系システムの構築を同時に実現するため、2段階
で次世代基幹系システムの構築に取り組む。 

 1stフェーズでは、勘定系の機能高度化とDX基盤の強化に取り組み、2ndフェーズでは、オープン/クラウド基盤を含む多様な選択肢の中から、
FFGの戦略に最適な組合せによるハイブリットプラットフォームへと進化させる。 

次世代基幹系システム構築に向けたアプローチ（イメージ） １stフェーズ（2022~2026年度）の取り組み  

みんなの銀行での経験 日本IBMとの共創 

複雑度高 
最新技術活用  メインフレーム 

ア
プ
リ 

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
） 

ハードウェア 

複雑度低 

現行 

基幹系システムの 
モダナイゼーション 
• 勘定系の機能高度化 
• DX基盤の強化 

1st 
フェーズ 

次世代基幹系 
システム 

2nd 
フェーズ 

2026年 2032年（目標） 

           ・ システムリスクやお客さまへの影響を最小限に抑える 
          ・ DX戦略推進との同時実現 
基本的な 
考え方 

• FFGの戦略に最適な
基盤（メインフレームや
オープン/クラウド基盤など）

を選択 
• 最新技術の活用 

          FFGの戦略に最適な組合せによるハイブリット基盤の実現 目的 

２．次世代基幹系システムの構築に向けた取り組み 

勘定系の機能高度化 
•プログラムの疎結合化、オープン化による開発効率向上 
•サービス停止時間短縮による顧客利便性向上 

チャネル統合基盤 
•チャネル統合基盤の新設によるフロントチャネルとの接続
性向上 

データ連携ハブ 
•データ連携ハブの新設によるDX基盤との勘定系データ
のニアリアル連携 

D
X

基
盤 

強
化 

１ 

2 

3 

フロント（DX）基盤 個人アプリ 法人ポータル 営業支援システム（SFA） 

１ 

預金 

為替 融資 

[メインフレーム] 

チャネル統合基盤 

データ 
（DX） 

基盤 
(データ 
レイク） 

データ 
連携ハブ 

情報系 
[オープン] 

オープン化 口振等 

2 

3 

API API 
API 

【イメージ】 

勘定系の疎結合化 

ニアリアル連携 
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口座振替 等 
[オープン] 



＜参考＞DXの推進強化におけるiBank／みんなの銀行の活用 

 FFGのDX戦略推進強化に向けた取り組みにあたっては、これまでFFGの出島として取り組んできた「iBank」や「みんなの銀行」などの経験を
活用しながら取り組んでいく。 

１．DX戦略の推進に向けた取り組み ２．次世代基幹系システムの構築に向けた取り組み 

勘定系の 
モダナイゼーション 

DX基盤の強化 次世代基幹系      
システムの構築 

‐ プログラムの機能高度化 

‐ フロント領域との接続性向上、API拡充 

‐ 次世代基幹系へのスムーズな移行の準備 

‐ FFGの戦略に最適
なHybridプラット
フォームの実現 

‐ 最先端技術の活用 

iBank／みんなの銀行事業における経験の活用 

ビジネス改革 人財育成・組織改革 

‐ デジタルチャネルの構築 

‐ 次世代型営業の展開 

‐ デジタル人財の育成や組織風土
改革 

‐ 全体最適化されたITアーキテク
チャーの検討 

日本IBMとの戦略的パートナーシップによる共創 

2ndフェーズ 

サービス企画 

•新たな金融サービス 
•業務領域の拡大 
•専門スキルの発揮 

システム 

•マイクロサービス、API接続 
による疎結合なアーキテクチャ 
•勘定系システムのクラウド化 

マーケティング 

•データドリブン 
•SNSマーケティング 
•メディアリレーション 

オペレーション 

•業務の効率化 
•業務の内製化 
•e-KYCの実装 

コーポレート 

•アジャイルの枠組み 
•リスク管理の高度化 
•新しい法制度対応 

HR 

•新しい働き方 
•「エンジニアリング」の 
スキルセット 

日本IBMと共同での取り組み 
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1stフェーズ 


